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１ 地域との関わりについて 

◆自治会 

自治会加入状況について、七宝地区、美和地区では９割程度が「加入している」と回答してい

ますが、甚目寺地区では６割程度となっており、居住地区による差が見られます。自治会加入促

進に向けた対策を引き続き考えていく必要があります。 

 

【自治会加入状況 地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.7 

89.7 

87.5 

66.7 

21.5 

9.6 

11.2 

32.6 

1.8 

0.7 

1.2 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 n=1,118

七 宝 n=281

美 和 n=329

甚 目 寺 n=432

加入している 加入していない 無回答
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◆近所付き合い、地域とのつながりの強さ 

近所付き合いについて、若い世代ほど「顔をあわせれば挨拶する程度」の割合が高くなってい

ます。18～39歳では６割以上、40～59歳では５割以上が「顔をあわせれば挨拶する程度」と回

答しており、近所と挨拶以上の関係を作ることができていないことがうかがえます。 

また、自分と地域の人たちとのつながりが強いと感じるかについて、18～69 歳までの広い世

代で８割以上が『弱いと思う』と回答しており、地域とのつながりが希薄化していることが考え

られます。 

 

【近所付き合いの程度 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域とのつながりの強さ 年齢別】 
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49.8 

63.9 

66.9 

57.4 

58.2 

47.9 

29.6 

8.2 

21.6 
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14.8 

8.7 

3.7 

3.1 

1.4 
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0.5 
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全 体 n=1,118

18～29歳 n=97 

30～39歳 n=133

40～49歳 n=169

50～59歳 n=196

60～69歳 n=217

70歳以上 n=291

特に用事がなくても行き来し、世話をしたりする家族同様の付き合い

良く行き来はするが、家庭の中までは立ち入らない

顔をあわせれば立ち話をする程度

顔をあわせれば挨拶する程度

ほとんど付き合いがない

無回答
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4.1 

0.8 

2.4 

1.0 

1.4 

7.6 

16.3 

9.3 

9.0 

11.8 

11.2 

15.7 

29.2 

46.2 

40.2 

44.4 

41.4 

52.6 

53.9 

43.6 

33.1 

46.4 

45.9 

44.4 

35.2 

28.6 

18.9 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 n=1,118

18～29歳 n=97 

30～39歳 n=133

40～49歳 n=169

50～59歳 n=196

60～69歳 n=217

70歳以上 n=291

強いと思う どちらかといえば強いと思う どちらかといえば弱いと思う 弱いと思う 無回答
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◆地域活動 

最近１年間での地域活動や行事の参加状況について、全体では６割程度が「参加していない」

と回答しています。その理由としては「仕事や学業が忙しく時間がない」や「参加するきっかけ

がない」が多く回答されています。住民と地域とのつながりが希薄化している中で、行政や自治

会から、地域活動や行事への参加を積極的に働きかけていくことが必要です。 

また、「その他」の意見の中では「新型コロナウイルスにより地域活動や行事がなかった、中

止された」という回答が比較的多く見られました。コロナ禍における活動制限下での地域活動や

行事のあり方も考えていく必要があります。 

 

【地域活動・行事への参加状況 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域活動・行事に参加していない理由】 
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味
な
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に

時
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を
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い
た
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参
加
す
る
き
っ
か
け
が
な
い

参
加
す
る
方
法
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な
い

参
加
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参
加
し
た
い
と
思
わ
な
い

そ
の
他

無
回
答

n=714
（％）
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◆地域に必要な活動 

住んでいる地域で必要な活動は、「防災や災害救助に関する活動」が最も多く回答されていま

す。近年では、全国的に大雨による被害や、地震による被害が多発しているため、あま市民にも

災害や防災対策についての関心が高まっているものと考えられます。 

また、18～39歳の若い世代では、「子どもに対し安全な登下校や遊び場を提供する活動」や「子

育て中の親を支援する体制の整備」が多く回答されています。個別分野の関係者だけではなく、

地域福祉の枠組みの中で子育て世代を「地域で支援していく」ことが重要だと考えられます。 

 

【住んでいる地域で必要な活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住んでいる地域で必要な活動 年齢別】 
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援
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事
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外
出
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買
い
物
の
付
き
添
い
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高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
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方
の

世
帯
を
見
守
る
活
動

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も

同
士
が
交
流
で
き
る
機
会
を
つ
く
る
活
動

子
ど
も
に
対
し
、
安
全
な
登
下
校
や

遊
び
場
を
提
供
す
る
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子
育
て
中
の
親
を
支
援
す
る

体
制
の
整
備

子
ど
も
同
士 

親
同
士
の

ふ
れ
あ
い
活
動

中
高
年
の
健
康
維
持
の

啓
発
を
目
的
と
し
た
活
動

近
所
付
き
合
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や
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代
間
交
流
が

す
す
む
イ
ベ
ン
ト
の
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催

防
犯
に
関
す
る
活
動

防
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災
害
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に
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が
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流
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く
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そ
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特
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な
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無
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答
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（％）
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あ
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あ
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く
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す
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制
の
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親
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士
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ふ
れ
あ
い
活
動

中
高
年
の
健
康
維
持
の

啓
発
を
目
的
と
し
た
活
動

近
所
付
き
合
い
や
世
代
間

交
流
が
す
す
む
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

防
犯
に
関
す
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防
災
や
災
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救
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く
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全　　　体 1,118 29.8 14.8 18.2 28.4 13.2 34.1 22.2 13.8 19.2 17.4 33.5 34.3 21.6 12.5 3.6 8.2 6.2

18～29歳 97 24.7 16.5 19.6 22.7 15.5 45.4 34.0 19.6 7.2 12.4 32.0 27.8 14.4 9.3 5.2 11.3 6.2

30～39歳 133 15.0 6.8 10.5 13.5 12.8 56.4 38.3 22.6 10.5 14.3 35.3 33.8 18.8 12.0 5.3 5.3 0.8

40～49歳 169 29.6 10.7 17.2 29.6 16.6 43.8 25.4 15.4 10.1 16.0 39.1 37.3 14.8 14.2 2.4 10.1 2.4

50～59歳 196 36.7 16.3 23.0 35.7 15.3 32.7 23.0 10.2 21.4 17.9 40.8 41.3 13.8 13.3 5.6 7.7 3.1

60～69歳 217 32.3 17.1 18.9 33.2 12.9 30.9 20.3 9.7 25.8 18.4 34.6 39.6 25.3 12.9 3.2 9.2 6.5

70歳以上 291 32.3 18.2 18.6 28.5 10.3 17.9 8.9 12.7 26.5 20.6 25.4 27.1 31.6 12.4 1.7 7.2 12.0

（％） 
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◆新たな地域のつながりのための取組 

新たな地域のつながりを築くために進めるべき取り組みについて、全体では「子どもの見守り

や防犯活動の推進」と「年齢や障がいの有無に関わらず、誰もが安心して過ごせる居場所づくり」

がともに最も多く回答されていました。「年齢や障がいの有無に関わらず、誰もが安心して過ご

せる居場所づくり」について、高齢者や子どもなど、個別分野での居場所（サロンなど）は既に

取り組みが進んでいるため、分野を超えた連携を図り、こうした既存の活動を拡充させていくこ

とが手段のひとつとして考えられます。 

 

【新たな地域のつながりのための取組】 
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催
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進
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（％）
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◆情報入手手段 

地域に関する様々な情報を得る方法として希望するものについて、「市の広報紙等」や「回覧

板や地域の掲示板」といった既存の方法が多く回答されている中で、18～49 歳の若い世代では

「SNS（LINE、facebook、Twitter など）」が多く回答されていました。パソコンやスマートフォ

ンの普及が進み、ＳＮＳの利用が一般的になっている中で、行政による情報提供や広報活動にお

いてもＳＮＳの活用が必要とされていると考えられます。 

 

【情報入手手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報入手手段 年齢別】 
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全　　　体 1,118 12.8 14.8 4.8 39.3 8.9 6.0 15.2 58.4 32.5 23.3 7.0 17.3 15.3 1.7 4.1

18～29歳 97 16.5 10.3 4.1 28.9 3.1 2.1 15.5 56.7 38.1 47.4 1.0 11.3 12.4 3.1 2.1

30～39歳 133 26.3 11.3 6.0 32.3 3.8 1.5 10.5 48.9 45.1 46.6 0.8 8.3 4.5 2.3 1.5

40～49歳 169 27.2 9.5 1.2 32.0 6.5 2.4 7.7 63.3 39.6 32.5 3.6 10.1 6.5 1.2 2.4

50～59歳 196 7.1 12.8 3.6 34.7 12.2 5.6 14.8 58.7 48.5 25.0 7.1 17.9 13.3 2.6 3.1

60～69歳 217 5.1 17.1 5.1 36.9 12.9 6.5 16.1 63.1 31.3 12.0 5.1 18.0 17.5 0.0 5.5

70歳以上 291 6.5 21.6 7.6 55.7 9.6 11.3 21.3 57.7 12.0 5.5 14.8 26.5 25.8 1.7 6.5

（％） 
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２ 地域の支えあいについて 

◆困ったときの相談先 

困ったときの相談先については、「家族・親族」や「友人・知人」といった、比較的身近な人

物が多く回答されています。一方、「市役所」や「社会福祉協議会」といった公的機関や個別の

専門機関の回答がいずれも１割未満となっています。困ったときの相談先としては、まずは身近

な人物に相談することが多いことが考えられますが、専門的な内容や、支援が必要な場合には公

的機関や個別の専門機関につなぐことが必要になります。市民が内容によらないで、迷わず相談

できるワンストップ窓口が必要になると考えられます。 

 

【困ったときの相談先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.5 

47.1 

8.6 9.7 
2.9 1.7 1.1 3.4 2.7 5.0 

1.2 0.9 2.8 1.5 3.1 
9.7 

4.2 
1.2 

7.6 5.1 
1.4 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

家
族
・
親
族

友
人
・
知
人

隣
近
所
の
人

市
役
所

社
会
福
祉
協
議
会

地
区
や
自
治
会
・
町
内
会

な
ど
の
役
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

保
育
園
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
・
学
校

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

相
談
支
援
専
門
員

（
障
が
い
者
相
談
員
）

障
害
相
談
支
援
事
業
所

介
護
・
福
祉
施
設

保
健
所

保
健
セ
ン
タ
ー

医
療
機
関

警
察

そ
の
他

相
談
し
て
い
な
い

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か

わ
か
ら
な
い

無
回
答

n=1,118

（％）
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◆優先的に取り組んでいきたい地域の課題や問題 

地域住民が優先的に取り組んでいきたい地域の課題や問題ついて、「子どもの安全・安心の確

保」が最も多く回答されており、次いで「高齢者の見守り体制や生活支援の確保」や「高齢者の

社会参加や生きがいづくり」といった高齢者に関する回答が多くなっています。高齢化が進み、

高齢者に対する支援が課題であると捉える市民が多い中で、あま市の未来を担う子どもたちの

安全・安心の確保がさらに重要な課題だと捉えられていると考えられます。 

昨今では子どもをめぐる事故や事件が多く報道されるようになっており、市民の関心も高い

と考えられるため、子ども達が安全安心に育っていける環境づくりを進めることが必要です。 

 

【優先的に取り組んでいきたい地域の課題や問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.6 

41.1 

16.5 

24.0 

12.3 

24.0 

13.6 

30.1 
32.5 

29.7 

11.7 
14.0 14.8 14.8 

11.3 

21.2 

1.3 

12.3 

3.9 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

乳
幼
児
期
の
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
確
保

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て
支
援

共
働
き
家
庭
の
子
ど
も
の

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り

青
少
年
の
健
全
育
成

い
じ
め
や
子
ど
も
の
非
行

へ
の
対
応

ひ
き
こ
も
り
等
へ
の
対
応

高
齢
者
の
社
会
参
加
や

生
き
が
い
づ
く
り

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
や

生
活
支
援
の
確
保

老
老
介
護
世
帯
の
把
握
と

そ
の
支
援

障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加

や
生
き
が
い
づ
く
り

障
が
い
の
あ
る
方
の
見
守
り
体
制
や

生
活
支
援
の
確
保

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
人
々
の

意
識
向
上
や
知
識
の
普
及

地
域
の
支
え
合
い
の
意
識

へ
の
対
応

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
虐
待
防
止

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

n=1,118
（％）
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◆地域で必要な支援と行ってみたい支援 

地域で必要な支援について、「安否確認の声掛け」が最も多く回答されており、今後行ってみ

たい支援についても「安否確認の声掛け」が最も多く回答されています。しかし、行ってみたい

支援については無回答が４割以上となっていました。 

少子高齢化や福祉課題の複雑化が進む中で、将来的な支援ニーズはより高まっていくことが

考えられるため、地域住民による活動への参加をより促進していくことが必要になります。 

 

【地域で必要な支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後行ってみたい支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.5 

19.9 20.1 

48.2 

24.4 25.4 

16.9 
19.3 

11.0 

3.1 

14.4 

4.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

買
い
物
な
ど
家
事
の
手
助
け

ご
み
出
し

通
院
の
付
き
添
い

安
否
確
認
の
声
掛
け

話
し
相
手

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
の
相
談

子
育
て
の
相
談

短
時
間
の
子
ど
も
の
預
か
り

保
育
園
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
送
迎

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

n=1,118

（％）

23.9 
20.7 

13.2 

36.7 

30.0 

22.5 

13.0 12.7 
8.7 

2.1 

45.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

買
い
物
な
ど
家
事
の
手
助
け

ご
み
出
し

通
院
の
付
き
添
い

安
否
確
認
の
声
掛
け

話
し
相
手

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
の
相
談

子
育
て
の
相
談

短
時
間
の
子
ど
も
の
預
か
り

保
育
園
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
送
迎

そ
の
他

無
回
答

n=1,118
（％）
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◆地域の支え合いの関係を築くために必要だと思うつながり 

地域の支え合いの関係を築くために必要だと思うつながりについて、「ご近所、自治会・町内

会などのつながり」が最も多く回答されています。 

自治会への加入状況や、近所付き合い・地域とのつながりの希薄化が懸念される中で、「ご近

所、自治会・町内会などのつながり」といった身近なつながりの必要性を住民も重視しているこ

とから、普段から自治会・町内会からの働きかけなどつながりづくりのための取り組みを推進し

ていくことが必要です。 

 

【地域の支え合いの関係を築くために必要だと思うつながり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.6 

18.6 
22.5 

28.2 26.6 
32.0 

2.0 

10.5 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

ご
近
所 

自
治
会
・
町
内
会
な

ど
の
つ
な
が
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た

つ
な
が
り

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
通
じ

た
つ
な
が
り

子
育
て 

介
護
な
ど
同
じ
悩
み

を
も
つ
当
事
者
や
そ
の
支
援
グ

ル
ー
プ
の
つ
な
が
り

子
ど
も
の
通
園
や
通
学
時
の
見

守
り
な
ど
交
通
安
全
・
防
犯
活

動
等
を
通
じ
た
つ
な
が
り

防
犯
 
防
災
活
動
を
通
じ
た

つ
な
が
り

そ
の
他

無
回
答

n=1,118

（％）
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◆個人情報の取り扱い 

地域の支え合いのための個人情報の取り扱いについて、全体では「個人情報の共有は緊急時や

災害時には必要である」が最も多く回答されており、非常時における個人情報の取り扱いについ

て市民からも一定の理解があるものと考えられます。 

一方、特に若い世代では「個人情報は共有してほしくない」、「個人情報は共有すべきではない」

が多く回答されており、世代によって個人情報の認識に差異があることがうかがえます。 

避難行動要支援者名簿など、福祉分野において個人情報を取り扱うことが多いため、自治会役

員や民生委員・児童委員など、個人情報を取り扱うことがある立場の方に、取り扱いにあたって

の注意事項等を伝える研修等を行うことも必要です。 

 

【個人情報の取り扱いについて 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.9 

3.1 

3.8 

6.5 

6.6 

8.3 

8.6 

58.9 

49.5 

59.4 

60.9 

60.7 

63.6 

56.4 

14.1 

20.6 

16.5 

13.6 

14.8 

12.4 

12.4 

14.8 

21.6 

17.3 

16.6 

14.3 

12.0 

12.4 

1.2 

3.1 

1.5 

0.0 

1.0 

0.5 

1.7 

4.2 

2.1 

1.5 

2.4 

2.6 

3.2 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 n=1,118

18～29歳 n=97 

30～39歳 n=133

40～49歳 n=169

50～59歳 n=196

60～69歳 n=217

70歳以上 n=291

個人情報の共有は地域の支え合いのために必要である

個人情報の共有は緊急時や災害時には必要である

個人情報は共有してほしくない

個人情報は共有すべきではない

その他

無回答
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３ ボランティア活動について 

◆ボランティア活動への参加 

ボランティア活動の参加経験がある人は全体の３割程度となっており、半数以上がこれまで

未参加となっています。 

「参加したことがない」理由としては、「参加するきっかけがないから」や「仕事や学業が忙

しく時間がないから」が多くなっています。特に「参加するきっかけがないから」は 60～69歳

で多く回答されており、広報紙による周知や声かけ等を通じて参加促進を図ることが必要だと

考えられます。 

また、「参加したくない」理由としては、「自分の生活のことで精一杯だから」が最も多く回答

されており、ボランティア活動をする余裕がない状態の方もいることが考えられます。 

 

【ボランティア活動への参加 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.8 

1.0 

1.5 

5.9 

6.1 

6.9 

11.7 

27.3 

36.1 

30.8 

25.4 

34.2 

23.5 

22.7 

55.1 

50.5 

54.9 

53.8 

50.5 

59.9 

56.7 

8.4 

11.3 

11.3 

13.6 

8.2 

7.4 

4.5 

2.4 

1.0 

1.5 

1.2 

1.0 

2.3 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 n=1,118

18～29歳 n=97 

30～39歳 n=133

40～49歳 n=169

50～59歳 n=196

60～69歳 n=217

70歳以上 n=291

現在、参加している 過去に参加したことがある 参加したことがない 参加したくない 無回答
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【ボランティア活動に参加したことがない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ボランティア活動に参加したくない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.6 

12.2 12.3 

40.7 

14.6 
10.7 

12.8 
15.9 

4.1 
1.9 1.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

仕
事
や
学
業
が
忙
し
く
時
間
が

な
い
か
ら

子
育
て
や
家
事
が
忙
し
い
か
ら

自
分
の
趣
味
な
ど
に
時
間
を

使
い
た
い
か
ら

参
加
す
る
き
っ
か
け
が

な
い
か
ら

参
加
す
る
方
法
が

わ
か
ら
な
い
か
ら

参
加
し
た
い
活
動
が
な
い
か
ら

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
が

い
な
い
か
ら

健
康
上
の
理
由

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
に

加
入
し
て
い
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

n=616
（％）

37.2 

11.7 

31.9 

6.4 
2.1 

50.0 

10.6 11.7 
7.4 6.4 

3.2 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

興
味
や
関
心
が
な
い
か
ら

機
会
が
な
い
か
ら

時
間
が
な
い
か
ら

気
恥
ず
か
し
い
か
ら

参
加
方
法
や
活
動
内
容
が

わ
か
ら
な
い
か
ら

自
分
の
生
活
の
こ
と
で

精
一
杯
だ
か
ら

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
が

い
な
い
か
ら

知
っ
て
い
る
人
が
い
な
い
か
ら

地
域
と
の
関
わ
り
を

持
ち
た
く
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

n=94
（％）
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◆ボランティア活動に参加する上で必要なこと 

ボランティア活動に参加する上で必要なことについて、全体では「時間的に負担の少ない活

動」が最も多く回答されており、次いで「体力的に負担の少ない活動」、「人間関係上の負担の少

ない活動」と各場面における負担が少ない活動が求められています。 

 

【ボランティア活動に参加する上で必要なこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.9 

8.0 8.1 

1.6 

17.3 

40.4 

28.0 
25.7 

10.6 

3.2 
5.5 

16.2 

3.4 

18.2 

7.8 

1.6 

8.1 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

活
動
に
関
す
る
広
報
・
情
報
提
供

の
充
実

活
動
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
充
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
や
研
修
の

定
期
的
な
実
施

表
彰
な
ど
社
会
的
な
評
価

友
人
や
家
族
と
参
加
で
き
る
活
動

時
間
的
に
負
担
の
少
な
い
活
動

体
力
的
に
負
担
の
少
な
い
活
動

人
間
関
係
上
の
負
担
の

少
な
い
活
動

少
額
で
も
報
酬
が

支
払
わ
れ
る
活
動

活
動
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
制

な
ど
の
導
入

活
動
資
金
や
物
品
の
補
助

事
故
が
あ
っ
た
と
き
の

保
障
体
制

活
動
場
所
の
確
保

何
か
の
き
っ
か
け

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

n=1,118
（％）
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４ 災害時における活動について 

◆災害時に情報等を得る方法 

災害時に希望する情報収集方法について、「テレビ」や「ラジオ」といった既存のメディアが

多く回答されていることに加え、「メール」や「SNS（LINE、facebook、Twitter など）」といっ

たパソコンやスマートフォンを用いる方法も多く回答されています。 

地域に関する様々な情報を得る方法として希望するものと同様に、18～49 歳の若い世代では

特に「SNS（LINE、facebook、Twitter など）」が多く回答されており、災害時においても行政に

よる情報提供にＳＮＳの活用が求められていると考えられます。 

 

【災害時に情報等を得る方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【災害時に情報等を得る方法 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.7 

49.8 

25.4 

47.2 

1.9 

29.4 

0.5 

47.9 

1.3 2.6 

0.0
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20.0

30.0

40.0
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60.0

70.0

80.0

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

電
話

メ
ー
ル

F
A
X

直
接
の
声
か
け

手
話
（
通
訳
者
の
派
遣
）

S
N
S
（
L
I
N
E
、

f
a
c
e
b
o
o
k
、

T
w
i
t
t
e
r
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

n=1,118（％）

調
査
数

（
人

）

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

電
話

メ
ー

ル

F
A
X

直
接
の
声
か
け

手
話

（
通
訳
者
の
派
遣

）

S
N
S

（
L
I
N
E

、

f
a
c
e
b
o
o
k

、

T
w
i
t
t
e
r
な
ど

）

そ
の
他

無
回
答

全　　　体 1,118 72.7 49.8 25.4 47.2 1.9 29.4 0.5 47.9 1.3 2.6

18～29歳 97 63.9 36.1 18.6 42.3 1.0 27.8 1.0 75.3 1.0 1.0

30～39歳 133 59.4 39.8 18.0 43.6 0.8 22.6 2.3 84.2 0.8 0.8

40～49歳 169 59.2 40.2 17.8 53.8 0.0 22.5 0.6 67.5 1.8 1.8

50～59歳 196 78.6 49.5 20.9 55.1 1.5 25.5 0.0 61.7 1.5 1.0

60～69歳 217 76.0 59.0 21.7 52.1 1.8 24.9 0.5 32.7 1.4 2.8

70歳以上 291 83.2 58.4 41.9 39.9 4.1 44.0 0.0 12.4 0.7 5.2

（％） 
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◆災害時に地域でしてほしい支援 

災害時に地域でしてほしい支援について、「安全な場所への避難誘導」や「安否確認の声掛け」

が多くなっています。「安全な場所への避難誘導」については、自身が住んでいる地域の避難所

の場所や避難ルートを知っておく必要があるため、行政、あるいは自治会からも情報発信をする

ほか、防災に関するイベント等を通じて住民の意識を高めていくことが必要です。 

 

【災害時に地域でしてほしい支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.9 

72.8 

43.3 

30.8 

8.6 
3.4 1.3 2.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

安
否
確
認
の
声
掛
け

安
全
な
場
所
へ
の
避
難
誘
導

応
急
手
当

一
時
的
な
保
護

相
談
・
話
し
相
手

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

n=1,118
（％）
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◆「災害時に支えあう地域づくり」に必要なこと 

「災害時に支えあう地域づくり」に必要なことについて、「地域サービスなどを提供する施設

や事業者との連携」が最も多く回答されており、次いで「自主防災組織づくり」、「避難行動支援

者を把握できる地図の作成」となっています。自助、あるいは地域住民同士の互助だけではなく、

施設や事業所との連携を含め、地域で一丸となって支え合っていくことが必要です。 

 

【「災害時に支えあう地域づくり」に必要なこと】 
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の
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施

地
域
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る

施
設
や
事
業
者
と
の
連
携

そ
の
他

無
回
答

n=1,118

（％）
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５ 再犯防止について 

◆再犯防止を進めるために協力できること 

再犯防止を進めるために協力できることについて、６割程度と多くの人が「わからない」と回

答している中で、「罪を犯した人の相談に乗り、助言やサポートをする」や「再犯防止に関する

啓発キャンペーンやイベント等に参加する」の回答が１割程度と他と比べると比較的高くなっ

ています。 

地域福祉における再犯防止についての知識や理解を住民に広げていくことから始めていく必

要があります。 

 

【再犯防止を進めるために協力できること】 
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す
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す
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す
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Ｎ
Ｓ
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し
て
再
犯
防

止
に
関
す
る
広
報
・
啓
発
の
情

報
を
発
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す
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罪
を
犯
し
た
人
の
相
談
に
乗

り
、
助
言
や
サ
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ー
ト
を
す
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協
力
雇
用
主
（
犯
罪
歴
を
承
知

で
雇
用
に
協
力
す
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業
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し
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用
す
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生
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設
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を
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そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

n=1,118
（％）
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６ 成年後見制度について 

◆成年後見制度 

成年後見制度の認知度について、全体では「よく知っている」と「少し知っている」を合わせ

た『知っている』の割合が４割程度となっており、特に「よく知っている」が１割未満と十分に

浸透していない状況です。 

自分自身や親族が、認知症などにより判断が十分にできなくなった場合、成年後見制度を利用

したいと思うかについて、高齢になるにつれて「利用しない（したくない）」の割合が高くなっ

ており、特に 70歳以上の高齢者では他の年齢に比べて最も高くなっています。成年後見制度の

利用については、世代間で認識に差があることから、制度の周知を図る必要があると考えられま

す。 

 

【成年後見制度の認知度 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成年後見制度の利用意向 年齢別 】 
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37.2 

38.2 
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31.1 
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0.0 
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3.1 
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全 体 n=1,118

18～29歳 n=97 

30～39歳 n=133

40～49歳 n=169

50～59歳 n=196

60～69歳 n=217

70歳以上 n=291

よく知っている 少し知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない 無回答
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24.7 

22.6 

20.7 

21.9 

18.9 

14.4 

21.0 

18.6 

30.8 

23.7 

24.0 

18.9 

15.5 

18.6 

8.2 

10.5 
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16.8 

22.6 

27.5 

38.6 
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36.1 

40.8 
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38.8 
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1.0 

0.0 
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1.5 

2.3 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 n=1,118

18～29歳 n=97 

30～39歳 n=133

40～49歳 n=169

50～59歳 n=196

60～69歳 n=217

70歳以上 n=291

利用したい 利用したいが手続きを知らない 利用しない（したくない） わからない 無回答
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◆権利擁護センター 

成年後見制度について相談できる機関について、６割以上が「知らない」と回答しています。

また、「権利擁護センター」の回答は全体の６％程度となっており、今後はより認知度を上げて

いくことが有効と考えられます。 

また、「権利擁護センター」に期待することとして、「相談窓口の充実」が最も多く回答されて

おり、次いで「権利擁護センターや成年後見制度についての「広報あま」での紹介」、「成年後見

制度の手続きの支援」となっています。権利擁護センターは令和３年４月１日に開設された新し

い相談支援機関ですが、周知活動のほか、機能の充実についても引き続き取り組んでいくことが

必要です。 

 

【成年後見制度について相談できる機関について】 
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祉
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者
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談
支
援
事
業
所

市
役
所
の
障
が
い
福
祉
担
当
課

名
古
屋
家
庭
裁
判
所

専
門
職
（
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
）

そ
の
他

知
ら
な
い

無
回
答

n=1,118
（％）
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【権利擁護センターに期待すること】 
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説
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権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
や
成
年
後
見
制
度
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つ
い
て
の
「
広
報
あ
ま
」
で
の
紹
介

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
や
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
や
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
の
紹
介

成
年
後
見
制
度
の
手
続
き
の
支
援

成
年
後
見
人
等
に
対
す
る
支
援

成
年
後
見
支
援
の
担
い
手
の

育
成
・
確
保

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

n=1,118

（％）
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７ 市の福祉施策等について 

◆市として特に力を入れて取り組むべき福祉施策 

市として特に力を入れて取り組むべき福祉施策について、「円滑な移動のための公共交通機関

の整備」が最も多く回答されており、次いで「高齢者や障がいのある方等が安心して暮らせる在

宅福祉施策」、「街のバリアフリー化」となっています。自由意見においても、道路の整備や公共

交通機関の整備についての意見が多く見られ、地域で安心して快適に暮らせる環境づくりが求

められていると考えられます。 

 

【市として特に力を入れて取り組むべき福祉施策】 
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円
滑
な
移
動
の
た
め
の

公
共
交
通
機
関
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整
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健
康
の
保
持
・

増
進
を
図
る
健
康
づ
く
り

生
き
が
い
づ
く
り
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生
涯
学
習
の
推
進
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の

支
援
、
起
業
・
就
職
の
支
援
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
啓
発
（
学
校
教
育

の
充
実
、
社
会
教
育
の
充
実
）

街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

へ
の
支
援
体
制
の
拡
充
（
設
立
・

運
営
の
支
援
）

地
域
交
流
事
業
の
促
進
（
地
域
情
報
の
発

信
、
世
代
間
交
流
の
活
性
化
、
地
域
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
支
援
）

地
域
内
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
施
設

の
活
用
（
人
的
資
源
、
公
共
施
設
・
民
間

施
設
の
活
用
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既
存
組
織
の
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ッ
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ク
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（
連
携
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協
力
体
制
の
確
立
、

相
談
窓
口
の
整
備
）

そ
の
他

無
回
答

n=1,118
（％）
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◆地域福祉を進めるにあたって、地域の課題を解決する方法 

地域福祉を進めるにあたって、地域の課題を解決する方法について、「行政や住民だけでなく、

地域で活動する人や事業所、関係機関等と協力して取り組むべきである」が最も多く回答されて

います。地域に住むすべての人が主体となり、連携して取り組みを進めていくことが重要である

と市民も認識していることがうかがえ、次期計画の中で地域におけるそれぞれの主体ごとの役

割分担や相互連携の方策を明確に示し、あま市における地域共生社会の実現を目指していくこ

とが必要です。 

 

【地域福祉を進めるにあたって、地域の課題を解決する方法 年齢別】 
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行政が取り組むべきである

地域の住民が取り組むべきである

行政と住民が協力し合い、役割を分担して取り組むべきである

行政や住民だけでなく、地域で活動する人や事業所、関係機関等と協力して取り組むべきである

わからない

その他

無回答
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８ 社会福祉協議会の活動について 

◆あま市社会福祉協議会の認知度 

社会福祉協議会の認知度について、「聞いたことはあるが、あまり知らない」と「全く知らな

い」を合わせると６割以上が『知らない』と回答しており、特に 18～29歳の若い世代で歯８割

程度が『知らない』と回答してます。地域活動の主体である社会福祉協議会の存在をより広く周

知していくことが必要です。 

 

 

【あま市社会福祉協議会の認知度 年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.1 

6.2 

4.5 

4.1 
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70歳以上 n=291

よく知っている 少しは知っている 聞いたことはあるが、あまり知らない 全く知らない 無回答
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◆社会福祉協議会に期待したい役割 

社会福祉協議会に期待したい役割について、「高齢者の介護を支援する介護保険サービス」が

最も多く回答されており、次いで「障がいを有する人の日常生活を支援する自立支援サービス」、

「子育て支援などの児童福祉サービス」となっています。主要な分野別福祉である高齢者福祉

（介護保険）、障がい福祉、児童福祉のいずれにおいても、社会福祉協議会が地域において果た

す役割に期待が持たれており、福祉のサービス提供事業者として一層事業や活動を充実させて

いくことが必要になります。 

 

【社会福祉協議会に期待したい役割】 
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情
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福
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す
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連
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支
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他

無
回
答

n=1,118

（％）
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◆会員募集 

社会福祉協議会の会員募集について、高齢になるにつれて『加入している』の割合が高くなっ

ており、18～39 歳の若い世代では８割程度が『加入していない』と回答しています。より若い

世代へ社会福祉協議会による地域福祉事業の推進への理解促進を図っていくことが必要である

と考えられます。 

 

【会員募集について 年齢別】 
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全 体 n=1,118

18～29歳 n=97 

30～39歳 n=133

40～49歳 n=169

50～59歳 n=196

60～69歳 n=217

70歳以上 n=291

よく知っており、加入している よく知らないが、加入している

聞いたことはあるが、加入していない 全く知らないし、加入していない

無回答


